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主体的に考え実行し 

学年の学習をまとめ上げる 3学期！ ２ 
 

校長 村上昭夫 

 
○「如月」を迎えました。 

「衣更着」衣をさらに着るという字を当てることもあります。「寒さが厳しく重ね着をす

る季節」という意味があったという説が有力のようです。そんな２月ですが、今日は「節

分」、３日は「立春」。春の足音を感じます。３年生は進路決定に向けて、自分の力を最大

限に出そうと、学習、健康に十分気を配って生活しているところです。心から応援してい

ます。２年生、１年生は、それぞれ、３年生、２年生に進級する準備をする時期でもあり

ます。３年生、２年生となるにふさわしい人となるよう、時間を大切にして学校での学び

に向かうよう朝礼で呼びかけました。 

 

◆学校評価アンケートの結果から 

 本年度は、新型コロナ感染症予防対策を講じながら、適切に教育活動を進めて参りまし

た。成果が表れてきています。学習やそれぞれの活動に向かう姿勢が向上しています。 

12 月に実施した学校評価【生徒】アンケートの結果を「よくあてはまる」「ややあてはま

る」の回答の合計の割合で見てみます。 

「私は授業で学習したことは、理解できている」の問いは、８８％となっています。「先生

方の授業はわかりやすい」は９３％、「先生方は私の質問にていねいに答えてくれる」は９

３％を示しています。 

ただし、「私は授業中、課題に意欲的に取り組んだり発言したりする」ことが６８％であ

り、「私は授業でわからないことは先生に質問する」は６２％と低い数値を示しています。  

実は、これらは昨年と同様の傾向で、成果もあり、課題もあるということです。 

本校の教員は「質問にていねいに答えてくれる」と評価をしてくれているので、どんど

ん質問することが理解度の向上につながるはずです。意欲を持つこと、発言することを含

め、「主体的に考え実行」するよう自ら動くことを強く求めたく思います。 

私たち教員としては。「よくあてはまる」の割合を多くすること、合計で１００％とする

ことを目標として今後も取り組んでまいります。 

 

★新型コロナウィルス感染症防止対応について 

引き続き、規則正しい生活、マスクの着用、手洗い、３密の回避など、適切に進めて参

ります。ご家庭に置かれましてもよろしくご理解ご協力方、お願いいたします。 

 緊急事態宣言等、感染の状況により学校での生徒の学びの様子などをお伝えできており

ません。学校だより、学年便りに加え、お伝えする方法を検討しています。ご理解ご協力

お願いいたします。  



 

 
 

校内書き初め展  
 

石川台中学校では、1/14（木）から 2/17（水）まで、校内書き初め展を実施してい

ます。1 学年は「真の友情」「東雲春光」、2 学年は「方針を語る」「人生の宝物」、3 学

年は「自分の進路」「感性が光る」が課題となっており、各学級の書き初めは、生徒が協

力して教室前の廊下に展示しました。 

書き初めは国語科の教員中心に審査を行い、各学級で金賞・銀賞・銅賞が決定されま

した。 

 

 

令和 2年度 大田区立中学校 

技術・家庭科作品展 
 

1/30（土）から 2/5（金）まで、令和 2年度大田区中学校技術家庭科作品展が、池

上会館で開催されています。石川台中学校からも、技術科・家庭科で何人かの生徒の作

品が出品されました。どれも個性の光る作品ばかりです。 

期間中、展示時間は 9:00～17:00、最終日は 13:00までとなっておりますので、お

時間のある時にぜひ足をお運びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でのできごと 

気がつきましたか？ 
校長室の前にある花壇にみんなで植えた球根。昼休みや放課後、何人かの生徒が水をや

りにきてくれます。いま、少しずつ芽が出はじめていることに気がつきましたか？まだま

だ寒いけど…たしかに春はもうすぐそこまできているのですね。 

 


